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１．工事技術監査対象事業名称 

（仮称）町道143号線道路改良工事 

 

２．調査実施日 

令和４年１２月２２日（木） 

 

３．調査場所 

海田町役場及び当該工事現場 

 

４．監査立会者 

  監査委員事務局 

    代表監査委員           永海 房雄 

    監査委員（議員選出）       大髙下 光信 

    監査委員事務部局 書記        倉本 勇登 

    監査委員事務部局 書記      戸成 正考 

    監査委員事務部局 書記      辻 千奈美 

 

５．監督担当部課出席者 

          建設部長             久保田 誠司 

    建設部：建設課長         早稲田 誠 

    建設部：建設課 主幹       矢熊 健司 

    建設部：建設課 土木係長     渡邉 瑛治 

              

６．技術監査業務（報告書共）実施技術士 

協同組合 総合技術士連合 

阿野一雄 技術士（建設部門/総合技術監理部門）     

     〒530-0047  大阪市北区西天満５丁目１番１９号（高木ビル４０８）    

           ＴＥＬ：06-6311-1145 ＦＡＸ：06-6311-1146   

 

７．事業の目的 

   明飛川沿いの三迫二丁目地区は、広域幹線道路及び中心部へのアクセス道路が未整

備のため、アクセス路としては遠回りとなる串掛林道を生活道路として利用するな

ど、不便な生活を強いられている。そのため、町道 6号線バイパスの整備に合わせて

本路線を町道6号線バイパスへのアクセス路として整備するものである。 
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８．工事概要 

 （１）工事場所 

  広島県安芸郡海田町三迫二丁目地内 

 （２）委託業務（設計・地質調査）     

「平成27年度 町道143号線道路橋詳細設計業務」中国開発調査設計株式会社 

「平成16年度町道 6号線道路改良工事に伴う土質調査」中国地下工業株式会社 

 （３）工事監理 

   直営で実施 

 （４）工事請負業者 

   広島ガステクノ・サービス株式会社 

   〒734-0007 広島市南区皆実町二丁目６番１９号 

 （５）工事請負金額 

    設計金額 58,448,500 円（税込） 

  請負金額 58,300,000 円（税込）   

 （６）入札方法および落札率 

    指名競争入札（３０者指名、５者応札） 

    落 札 率 99.75 ％ 

 （７）契約工期 

   令和４年８月２２日から令和５年３月１５日まで 

（８）工事概要 

    橋梁下部工 ２基 

     基礎杭（場所打ち杭） φ1,000 L＝10.000  6 本 

               φ1,000 L＝ 6.500  6 本 

    橋台工（逆T式橋台）            2 基 

     作業土工                  1 式 

    仮設工（大型土のう、締切盛土、路盤工）   1 式 

    仮水路（暗渠排水管）            4 ｍ 

    雑 工                   1 式 

（９）工事進捗状況  

   計画工程：65.0 ％ 

  実際工程：65.0 ％ （１２月２２日現在） 

（10）監理技術者  

   長田 佳人（一級土木施工管理技士、監理技術者）   
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９．総括的所見 

  工事技術監査にあたっては、最初に工事技術調書と設計図書（設計書、特記仕様

書、工程表、設計図面）を確認した。次に技術監査の当日は限られた時間における監

査でもあり、予め工事着手前までの調査・設計、積算・単価、入札・契約の技術事項

と、着手後の工事施工を中心とする施工管理等の技術事項について、事前に質問事項

を作成して監査委員事務部局へメール送付した。 

この回答に基づいて監査当日には、設計業務、積算、入札・契約、施工計画書、工事

の進行状況と施工管理関係の書類確認と質疑応答により監査を実施した。 

工事の現地調査においては、工事の周辺環境や現地条件を確認した上で、工事の進

行状況及び当日の作業状況を確認した。これらを踏まえて特に安全衛生関係書類記録

について確認し、併せて口頭での質疑応答を行った。これより工事も施工計画書に基

づく作業、関係法令の遵守、各種施工管理の実施状況を確認できた。 

以上より、工事に伴う施工管理の書類作成や記録の整備状況、工事施工に関する質

疑回答は十分なものであり、現地の施工状況も良好であった。これより工事全般に関

する是正や瑕疵は認められず、概ね適切に工事が実施されており、良好かつ適正であ

ると判断した。 

技術監査を通して確認した工事技術内容と、気づいた実施上の改善点及び今後の検

討・改善すべき事項について参考意見として取りまとめた。 

 

１０．各段階の調査結果 

 （１）道路全体の計画・設計について 

 （仮称）町道 143号線は以前より地元からの要望・期待が大きい路線であり、平成

15 年に測量及び道路詳細設計業務、平成 16 年度に地質調査業務、平成 17 年度に橋

梁予備設計がそれぞれ実施されている。 

 その後、平成27年度に橋梁詳細設計が実施され、平成29年度～令和 2年度の用地

買収を経て、令和元年度に橋梁取付け部の工事施工、令和4年度に橋梁下部工の工事

施工、同じく令和4年度に橋梁上部工の工事発注が予定されている。さらに令和5年

度には町道 6号線バイパス部との取付け部である交差点部の工事発注も予定されてお

り、これが完成すれば令和 5年度末には（仮称）町道 143 号線が完成し開通の予定と

なっている。 

 （２）計画・設計業務委託 

平成 27 年度の詳細設計（中国開発調査株式会社）においては、それまでの道路及

び橋梁の計画・設計の結果を整理し直して、この結果を踏まえて詳細設計を実施し

て『設計業務委託報告書』としてまとめられている。 

計画道路及び橋梁構造物の決定にあたっては、①道路計画（平面・縦断計画）の

検討、②橋梁形式（上部工、下部工）の比較検討、③橋台基礎杭の比較検討、④施
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工時の仮排水管の流量検討、⑤工事の施工方法の検討、⑥各種構造設計（耐震設計

含）が実施されている。これらの各種技術検討を通して設計成果品が作成され、構

造物の決定根拠も明確になっている。 

それぞれの設計業務報告書には、照査報告書（チェックシート）も添付されてい

て、設計成果品としては良好である。 

 （３）設計時の基準及び参考図書 

 詳細設計業務の実施にあたっては、下記の道路関係及び橋梁関係の諸基準を中心

として実施されていて、設計報告書に明記されている。 

  『砂防技術指針』 平成 13年 4月 広島県 

  『河川砂防技術基準（案）』 平成 9年 10月 日本河川協会 

  『道路構造令の解説と運用』 平成16年 2月 日本道路協会 

『道路橋示方書・同解説 Ⅰ共通編』 平成24年 3月 日本道路協会 

『道路橋示方書・同解説 Ⅲコンクリート橋編』 平成 24年 3月 日本道路協会 

『道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編』 平成 24年 3月 日本道路協会 

『道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編』 平成 24年 3月 日本道路協会  

『コンクリート道路橋設計便覧』 平成 6年 2月 日本道路協会 

『コンクリート道路橋施工便覧』 平成10年 1月  日本道路協会 

『杭基礎設計便覧』 平成 27年 3月 日本道路協会 

『杭基礎施工便覧』 平成 27年 3月 日本道路協会 

『道路事業設計要領Ⅰ・Ⅱ』 [平成 15年度版」 広島県 

『土木工事設計マニュアル』 平成27年 4月 中国地方整備局 

『土木工事数量算出要領』 平成25年度版 中国地方整備局 

『土木構造物設計ガイドライン』 平成11年 11月 建設大臣官房技術調査室 

 〔所 見〕  

   道路設計業務は各種の業務段階を経て実施されており、それぞれの設計成果品を確

認した。設計内容は設計時の最新の技術基準に基づいて実施されていて良好であ

る。   

なお、発注時の設計図面としては位置図、現況図がなく、施工計画図には参考図の  

  表示が省略されていたが、施工業者の裁量が大きな仮設等の施工計画に関しては参考 

  図の表示が望ましい。以上の設計成果品に基づいて、設計図書が作成されていて適切 

  である。 

（４）積算 

   ①積算数量、基準等 

   詳細設計業務からの数量に基づいて積算数量を決定し、下記の積算基準に基づいて

積算作業が実施されている。 

『広島県土木工事積算基準書』令和３年８月 
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   ②積算内訳単価等 

   積算単価は下記の単価表を使用している。 

   『広島県土木工事設計資材単価等（資機材・労務単価）』令和４年5月 

   また、生コンクリートについては、単価が急上昇しているため、広島地区生コンク

リート協会から見積徴収をして、これより設計単価を決定している。 

   ③積算書、設計図書の照査・決裁 

   積算作業は設計担当者と検算者とのダブルチェックで実施し正確性を期していて、

工期の設定に関しては工種毎の積上げ計上で算出して決定されている。 

以上の結果により設計金額と工期が決定され、設計特記仕様書等の設計図書が作

成されている。 

 〔所 見〕 

積算業務は町の規定に基づいて適正に実施され、その基準や根拠も明確となって

いて、部内のチェック体制も十分であり適正である。 

（５）入札・契約 

  ①これまでの経緯 

  当工事は令和3年度に入札が実施されていて、数回の入札を実施した結果、不調と 

となった経緯があり、令和4年度に新年度単価による積算を行って、今回工事が発注

されている。 

   ②指名業者の選定・入札 

   工事請負業者の選定方法は、海田町工事指名業者等選定要領に基づいて、指名競争 

  入札により実施されている。設計金額（予定金額）に対して最低制限価格が設定され  

ており、入札同日に事後公表されている。入札に伴う指名条件は登録業種、同種工 

事の実績、会社の格付等により30者が指名され、そのうち5者が応札した結果、最 

低価格業者との見積合せを経て、落札業者が決定されている。 

③工事契約時の各種書類 

工事契約時に必要となる下記の各種書類を確認した結果、契約が適正に履行されて 

いることを確認した。 

１）契約伺い決裁書 

２）工事請負契約書 

３）契約工期 

４）工事着手届 

５）全体工程表 

６）建設業許可証         

７）現場代理人及び監理技術者届     

 ・現場代理人、監理技術者：長田 佳人（監理技術者） 

８）履行保証保険          
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９）労災保険（成立証書）        

10）建設業退職金共済制度（掛金収納証） 

11）法定外補償保険（建設共済等） 

12）コリンズ（ＣＯＲＩＮＳ）登録   

13）工事監督員通知書 

 〔所 見〕 

入札及び契約の一連の記録を確認した結果、町の諸規則に基づき受注業者が決定

されている。これより指名競争入札の指名時の公平性、透明性を確認し、入札時に

伴う落札業者の決定にあたっては、合規性、経済性、正確性等を確認した。   

契約に際しての必要な各種書類の整備状況を確認した結果、入札・契約業務は適

切に管理されており適正である。 

（６）施工管理書類 

   Ⅰ．監理監督業務 

１）施工画書 

    施工計画は法令遵守及び発注者の要望を理解し、設計図書に示されている工事内

容について、『広島県土木工事共通仕様書（令和4年 8月）広島県』及び『土木工

事書類作成マニュアル（令和 4年 8月）広島県』の各項目に従い作成されている。

工事の着手にあたって工事施工計画と施工管理計画は、計画的な工事施工を実施

するために重要なものであり、特に施工管理（品質管理、環境管理、交通安全管

理）の各事項について詳細に記載されている。     

２）品質管理及び出来形管理 

 工事において使用する使用材料の品質管理及び出来形管理は仕様書に基づいて

計画されている。現場の出来形管理値として、仕様書の管理規格の 80％を目標と

している。 

   ３）工程管理 

    作業工程は日常の作業工程会議、週間作業工程会議、毎月の月間作業工程会議を

経て作業工程を確認し、月間作業工程表が発注者へ提出する計画となっている。 

   ４）環境対策 

    工事において使用する車両系建設機械は、低騒音型・低振動型及び排出ガス対策

型を採用する計画となっている。 

   ５）建設副産物処理計画 

    建設発生土及び建設廃棄物の処分は、建設リサイクル法に該当する。このため施

工計画書には建設廃棄物処分計画書、再生資源利用計画書が作成され、これに基

づいて分別解体、適正な運搬、処分、再生資源の利用を計画している。 

   ６）設計変更 

    工事着手前に請負業者による設計照査が実施されており、これより現地の状況と
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設計図書との違いはないことが記録されている。現時点において設計変更は発生

していない。 

   ７）各種現地調査の実施 

    工事着手前に地下埋設物（水道、ガス、電気、ＮＴＴ）、架空線の調査を実施・

確認を行い、工事区域には地下埋設物は存在しないことを確認している。 

８）官公庁への提出届 

    工事請負業者から道路使用許可（警察署）、特定建設工事作業届、建設リサイク

ル法の事前届が提出されている。 

 〔所 見〕 

    施工計画書は法令遵守及び発注者の要望を理解し、工事の施工方法、施工管理方

法が各項目とも詳細に計画されていて、本社の支援を得ての自主検査についても

記述されている。ただし一般的な施工計画の寄せ集め的な記述も多く見られるた

め、当現場の作業条件や工事の特色などを考慮した作業計画や安全衛生管理を作

成し、具体的な施工計画書とすることを要望する。施工計画書は工事施工、施工

プロセス管理、品質等の各種施工管理の基本となるもので、その内容は受注者の

工事施工の方針を示す重要なものである。 

 

  Ⅱ．品質管理 

  １）材料の品質・性能の確認 

現場にて使用する材料について、コンクリートの配合計画書、鉄筋のミルシー 

ト等の品質証明書類を提出している。 

２）検査、試験報告書 

生コンクリート搬入・打設に伴う現地試験（スランプ、空気量等）も実施され

試験報告書として提出予定である。 

特に基礎杭（場所打ち杭）の施工に際しては、橋台毎に試験杭を施工して施工

状況記録を取り、この結果を全基礎杭の施工管理に活かして作業管理を実施して

いる。この基礎杭の施工記録図（地質柱状図、ケーシンング掘削、トレミー管に

よるコンクリート打設、ケーシンング引抜き）及び施工時の記録写真（鉄筋加工、

杭頭部の状態）を確認した結果、良好な施工管理状況を確認した。 

支持層の確認に関しては、地質柱状図、掘削土と支持層のサンプル土質を照合

して確認を実施している。また、砂防指定河川での施工のため、地盤中には河道

中に認められるような径の大きな転石が存在していて、場所打ち杭の掘削時の障

害となっているが、精度管理に注意を払って確実な施工管理を実施している。 

   ３）出来形検査 

    現場の出来形管理として特に重要なものとして、埋戻し等で施工後に隠れる部分

の工事である。監査当日においては基礎杭の施工が完了し埋戻しが終わっている
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状況であり、出来形実測値を確認し規格値と比較して示した。 
 

測定項目 
広島県 

規格値 

社 内  

規格値 

Ａ１橋台杭番号：出来形実測値（ｍｍ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

基準高 Ｈ ±50 ±40 
-5 -2 ＋4 ＋5 -9 -6 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

根入長 ｄ 
設計値 

以 上 

設計値 

以 上 

+78 +43 +26 +25 +69 +49 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

偏芯量 ±100 ±80 
+30 +35 +50 +30 +25 +40 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

傾 斜 ±0.57 ±0.46 
-0.20 -0.30 -0.30 -0.25 -0.25 -0.20 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

杭 径 Ｄ 
設計径 

-30以上 

設計径 

-24以上 

-10 +40 ＋10 ±0 ±0 ±0 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

測定項目 
広島県 

規格値 

社 内 

規格値 

Ａ２橋台杭番号：出来形実測値（ｍｍ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

基準高 Ｈ ±50 ±40 
-14 -10 -5 -5 -６ -16 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

根入長 ｄ 
設計値 

以 上 

設計値 

以 上 

+61 +29 +31 +24 +43 +49 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

偏芯量 ±100 ±80 
+50 +5 +35 +40 +30 +25 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

傾 斜 ±0.57 ±0.46 
-0.30 -0.30 -0.20 -0.05 -0.10 -0.25 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

杭 径 Ｄ 
設計径 

-30以上 

設計径 

-24以上 

-10 +10 ±0 -20 -20 ±0 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

これより基礎杭の出来形は、測定項目すべてにおいて管理規格値以内に収まっ

ていて、施工管理状況は良好である。 

   ４）工事写真 

    現地の工事記録写真は作業工程毎に記録されており、このうち基礎杭の鉄筋組立 

の写真記録を確認した。各作業段階の工事写真記録は『デジタル写真管理情報基 

準（案）広島県』に基づいて管理されている。 

   ５）段階確認の実施 

    施工プロセスの段階確認として、主要工種である場所打ち杭（４段階で実施済） 

   及び橋台工（２回実施、さらに４回予定）において実施しており、報告・記録を 

提出している。 

 〔所 見〕 

    既に工事が終了している基礎杭の品質管理記録及び出来形管理記録により、現場

における施工管理が良好であることが確認できた。今後は橋台躯体工の作業が順

次実施されることとなり、基礎杭同様に品質管理を確実に実施し、迅速に管理記

録を作成・整理、発注者への報告をすることが望まれる。 
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  Ⅲ．施工監理、監督  

   １）発注者の工事監理 

    発注者は工事の主要段階において施工プロセスチェックリストにより、①施工体 

   制（施工体制一般、配置技術者）、②施工状況（施工管理、工程管理、安全管理、 

対外関係）の事項について確認を行っている。 

２）工事打合せ（議事録等）等の情報共有 

  発注者と受注者の情報共有として『広島県工事中情報共有システム』が採用さ 

れていて、オンラインによるシステムにより工事打合せ簿、工事週報、毎月の履

行報告、段階確認に関する計画・報告、工事に関する各種情報のやりとり等を行

って工事監理を実施している。 

 〔所 見〕 

    広島県工事中情報共有システムによる工事管理の各種記録の一部を確認した。こ

のシステムは試験供用中とのことだが。有効に活用すれば工事管理の時間や手間

も省力化できる有効なツールと考えられる。以上の発注者の工事全体に対する監

理・監督や実施記録を確認した結果、工事の進め方は良好である。 

 

  Ⅳ．労働安全衛生管理 

   １）安全衛生管理体制 

    作業所における工事の就労者数は最大１０人であるが、安全衛生管理体制として

統括安全衛生責任者、元方安全衛生管理者、協力会社の安全衛生責任者がそれぞ

れ選任され、混在作業の統括管理が実施されている。 

２）安全衛生活動管理 

労働安全衛生活動管理は、安全関係法令の遵守、法令・規格との適合、法令に

基づく手続き、作業主任者の選任、有資格者の配置を基本として実施されてい

る。また安全管理計画書が作成されていて、各月毎の主要作業工種とこれに対す

る安全重点目標が策定されていて、これより１２月は橋台工の躯体構築が主体作

業となるため、次の３項目が作業所の安全重点目標として展開・実施されてい

る。 

・重機災害の防止 

・飛来落下災害の防止 

・吊荷落下災害の防止 

３）作業手順書の作業員への周知徹底 

    主要作業における作業手順書は、リスクアセスメント手法を用いて現場に潜在す 

る危険・有害性を評価して作業手順書が作成され、これにより作業員教育により 

周知徹底されている。作業手順書は現場の事故や災害防止に役立つばかりでなく、 

施工品質や作業能率を良くする上で有用なものである。 
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〔所 見〕 

    混在作業に対する安全衛生管理体制の策定、安全衛生関連法令の遵守、各種安全

活動により、適切に安全衛生管理が実施されている。 

    工事の限られたスペースでの作業にあたって、車両系建設機械や移動式クレーン

を使用するために、使用する建設機械の作業計画（機械の種類及び能力、運行経

路、作業方法・配置図）を作成して、これに基づいて作業の安全管理を実施する

ことを要望する。 

（７）現場調査 

１）現況  

締切盛土は河川部を横断し仮設排水管を設置した上部に設置されていて、渇水期

の河川流量は仮排水管（φ600×3）により流下させていて、工事期間中は河川の水位

の上昇もなく、河川からの直接的な影響はない。締切盛土の下部に位置し埋没する

既設河川護岸（石積み）は、コンパネを設置して防護養生されていて特に問題はな

い。 

調査当日の現場の状況は橋台の躯体工の作業であり、２つの橋台工共にベースコ

ンクリートが打設済の状態で、躯体立上部の鉄筋組立に伴い足場工が設置されてい

る。足場工は手すり先行工法により組立てられていて、作業通路や階段設備の安全

設備も確認できた。 

地山の掘削法面の法高は最大Ｈ=５ｍ程度であり、法面保護シートで養生されてい

て、その法肩部には転落防止柵が設置されて、安全な作業状況となっている。 

その基礎の掘削部は作業地盤高さより床掘されていて、地下水や施工に伴う処理

水は沈殿等の処理を行って河川へ放流されている。 

  ２）品質 

   現在の作業である躯体工事は、鉄筋、型枠、コンクリート打設の連続作業が主体と

なるが、これからの冬場の寒い時期の施工となるため、寒中コンクリート対策（打

設時及び養生時の温度管理、型枠の脱型時期の管理）の計画をしている状況とのこ

とであった。 

   現場の作業範囲の資機材は整理され、鉄筋等の材料はシートをかけて保管されてい

て良好である。 

  ３）工程 

   毎日、毎週、毎月の各種の作業を通じて確実な工程管理が実施されており、現時点

において計画どおりの進捗状況となっている。これより所定の工期内に工事の完成

が予定されている。 

４）安全・衛生 

作業範囲は前日の降雨により足元の地盤状況が悪かったが、橋台周りに作業機械

用の作業鉄板が設置されていて、重機足場の作業環境は良好である。なお掘削法面
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に梯子が立てかけられていたが、梯子の使用にあたっては、上下の固定等の使用方

法の対策を講じて作業を行うこと。 

施工時の安全衛生管理状況について、毎日の活動状況（ＫＹ活動、作業打合せ、

現場巡視、機械の始業時点検）、毎月の活動状況（災害防止協議会、安全訓練、安

全パトロール）を確認し、主要な帳票記録を現場事務所にて確認した。特に毎日の

作業打合せ記録は、作業内容と安全指示事項の確認が実施され、翌日の作業にフィ

ードバックされている。これより安全衛生に関する活動状況は良好に実施されてい

ることを確認した。 

安全衛生関係看板は、工事現場内の作業員のよく見える場所に設定されていて、

これを確認した結果、建設業許可証、施工体系図、労災保険成立票、緊急連絡表、

作業主任者一覧表、有資格者一覧表、今月の安全目標等の掲示を確認した。ただし、

建設業許可証と施工体系図は、建設業法により公衆のよく見える場所での掲示が望

ましい。 

  ５）環境配慮 

   産業廃棄物は、建設リサイクル法に従って分別解体・処分の予定で、処分業者及び

運搬業者と契約をして、マニフェスト管理（紙帳票）により管理を実施している。 

   工事に伴う騒音、振動、粉塵に対しては、これまでの作業において周辺民家からの

苦情・トラブルは生じていない。 

６）交通安全管理 

   町道 6号線バイパス道路より工事用進入路が設置され、その入口には仮設門扉が設

置されていて、資機材の搬入、残土と廃棄物の搬出の出入口となっており、交通監

視員が配置されて工事用車両の交通監視を実施している。 

   ダンプトラックによる残土、産業廃棄物の搬出時の過積載に対しても、荷台積載量 

の目安姿を設定し作業員に周知徹底をしている。 

 なおダンプトラックによる残土搬出時の運行に関して、地元より１件の苦情があっ 

たとのことだが、作業員への周知徹底によりその後の苦情は発生していない。 

  ７）作業所としての取組み 

地域とのコミュニケーションの取組みとして、周辺住民に対して工事案内チラシを

配布して、工事に対する理解を促している。 

 〔所 見〕 

   現場の作業状況、作業設備、日常の安全作業や安全衛生の活動は確実に実施されて

おり、現場内での事故・災害・トラブルはなく、安全衛生管理は良好であることを

確認した。 

なお、今後の作業が進行した後、主要な工種がほぼ終了して作業員の気持ちが緩

んだ時に事故が発生するといった事例が、多くの工事現場で発生している。このた

め監理技術者及び協力会社の職長・作業員の全員が、コミュニケーションを十分と
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り安全で確実な作業手順により実施し、全員の協力の下で無事故・無災害により工

事の竣工に向かうことを期待している。 

   

１１．現地調査写真 

 

 

 

 

 

 

                                                     （西側より工事現場の全景） 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （Ａ２橋台側の施工状況） 
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                           （Ａ１橋台側の施工状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                           （工事用進入路の入口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （作業現場からの工事用進入路） 

 

 

 

 

 

町道 6号線バイパス 

進入路入口 

進入路入口門扉 
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                           （締切盛土と仮排水管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（安全衛生看板の掲示状況） 

Ａ２橋台 Ａ１橋台 

仮排水管 

締切盛土 


